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研究成果の概要：学校では様々な形での展示活動が行われている。博物館と連携し、新たな情

報発信の環境となる「学校ミュージアム」を小学校・中学校にて実践した。学校ミュージアム

という形で、学校活動に博物館活動を取り入れることが可能である。 
 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

2008 年度 900,000 270,000 1,170,000 

2009 年度 700,000 210,000 910,000 

年度    

  年度    

総 計 3,100,000 930,000 4,030,000 

 
 
研究分野：博物館教育 
科研費の分科・細目：博物館学 
キーワード：博物館学、展示学、博学連携 
 
１． 研究開始当初の背景 
 
 理科室と入った教室にて標本展示を行い、
子どもたちと実物標本の接点を築く環境作
りを行っている学校は多い。野外学習の実践
が理想であるが、様々な制約により学校現場
では野外学習活動を容易に推進できる状況
ではない。そこで学校内での学習環境作りが
注目されている。例えば、校庭での自然観察、
ビオトープの設置、古くは岩石園の実践等々
である。また、博物館が学校と連携して、学
校での博物館活動とよべる展示活動を行う
とすれば、より広い活動が展開できる。博物
館の展示手法を活かし、地域に普通に見られ
る資料を展示によって演出することは、身近

な自然の再認識、ひいては野外学習への誘い
につながることが期待できるだろう。 
  教室へのミニ展示作りは、学校教員そし
て子どもたちが博物館機能（収集・保管・展
示）を理解する機会を供する（田口, 2002; 尾
崎, 2001）。博物館における諸活動が、学校教
育においても学習の対象となることを知る
機会といえる。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目標は、地学資料をはじめとする
実物標本の展示実践を通じて「子どもや教師
が、モノと接するときに、日常的にモノを展
示し触れさせることで、何らかの学習が促進
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されるか」を知ることである。理科室をはじ
めとする学校の日常空間にて、どのような展
示が行えるのか、そして展示は子どもや教師
にどのような変容をもたらすのか。また展示
実践により、児童・生徒が、様々な事象と出
会って知らせてきたとき、大人(教師)がそれ
を取り上げて褒め、新しい情報や今までと異
なった見方を子どもたちにフィードバック
したとき、児童は新たな事象を発見し、問題
を解決することに意欲を示すことにつなが
るのか。本研究では、展示利用者に行動化を
促す仕掛けとして「展示」を多面的に試行す
る。 
 
３．研究の方法 
 
 生命の星・地球博物館の学芸員と小学校、
中学校の先生を中心とした研究代表者、研究
分担者、連携研究者、研究協力者からなるプ
ロジェクトメンバーを組織し、学校現場での
展示手法の検討、実際の学校での展示実践を
行った。 
 
４．研究成果 
 
 つぎの学校おいて、学校ミュージアムの実
践が行われた。展示実践の詳細については、
2010 年 3月にまとめた研究報告書「博学連携
による小中学校における地域地学資料展示
の取組と子どもの変容」（田口編集）に報告
した。 
 
（１）学校ミュージアム実践校 
 南足柄市立福沢小学校 
 大井町立上大井小学校 
 山北町立清水中学校 
 横浜市立森中学校 
 秦野市立本町小学校 
 
 南足柄市立福沢小学校、大井町立上大井小
学校では、児童の世界を広げ、異文化理解を
促し、大人との情報発信・情報交換の場とし
て、地域に開かれた環境づくりをねらいとし
て「学校ミュージアム」を展開した。多様な
テーマで展示を行ったが、一例を挙げると、
児童が見つけた昆虫や自然情報をとりあげ
展示する「みんなのコーナー」、保護者協力
による写真展、グッズ展、教員による異文化
理解の展示等々である。特に、地学素材にこ
だわらず内容を広く扱ったことが、理科に限
らず他の教科にかかる展示を可能とした。展
示場所は、子どもが見やすいことと教員が管
理をしやすいという条件から、職員室近くの
スペースにガラスケースを用いた展示が中
心となった。学校ミュージアムを開設するこ
とで、知的好奇心を触発された児童たちが、
次なる展示のヒントやきっかけをもたらす

ことが生まれている。展示をつくるのは、教
員だけでなく、児童、地域の協力者と様々な
人が可能であり、同時にかかわる人たちの活
躍の場となりうる。学芸員との連携は、学校
ミュージアムの機能をより充実させること
につながった。 
 山北町立清水中学校では、理科教諭による
「理科室だより」発行という形での情報発信
が試行された。実物標本の展示スペースの制
約等を考慮すると、印刷シートでの展示は手
軽にできる情報発信となる。実物展示では、
理科教諭が興味を抱いていたアンモナイト
化石をテーマとして、理科室での展示実践を
行った。学校ミュージアムの開設は、中学校
校内はもとより、隣接する小学校から授業の
一環として展示見学するという実践につな
がった。 
 横浜市立森中学校では、机ひとつから始め
る「学校ミュージアム」が実践された。つく
手1つのスペースに展示できる資料は限られ
ているが、デジタルフォトフレームを活用し
情報を付加する展示を行った。デジタルフォ
トフレームなどを用いた画像展示は、限られ
た展示空間で手軽に情報発信が可能であり
効果が高い。 
 秦野市立本町小学校では、地域の専門家と
学芸員が実物資料を教室に持ち込んでのい
わゆる出前授業と、それに併せてのミニミュ
ージアムの実践を行った。実物資料を用いた
授業にとどめず、休み時間や放課後等、それ
らの実物資料を展示へと発展した実践とな
った。 
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